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は じ め に

本県では、学力向上実践推進委員会を設置し、全国学力・学習状況調査の結果や新学習指導要領の趣旨を

踏まえ、効果的な学習指導について検討を行うなど、児童生徒の一層の学力の定着を図る方策等を明らかに

する取組を推進しています。

平成１９年度から４年間にわたる調査の結果から、本県児童生徒の学力の定着状況は、全国の公立学校と

比較し、同程度であるものの、[活用する力]の育成や予習・復習などの学習習慣などに課題が見られました。

このため、週４回以上の漢字・計算等の反復学習を通して学習習慣の確立を図る「学習タイム」の推進や、

活用する力を育成する国語力向上の実践研究及び教員研修、学力向上と小中学校の円滑な接続を図る「兵庫

型教科担任制」の拡充、さらに、各教育事務所に設置した学力向上支援チームによる市町・学校の学力向上

に向けた取組の検証改善の支援やスーパーティーチャーの派遣など、総合的な学力向上策を進めてきました。

本年度の全国学力・学習状況調査は中止となりましたが、授業や指導方法について検証改善を継続して進

めることが重要です。そこで、県内小中学校の学力向上に向けた特色ある取組を集積し、「基礎的・基本的

な知識・技能」「知識・技能を活用して課題を解決するために必要な思考力、判断力、表現力等」「主体的に

学習に取り組む態度」をバランスよく育む観点から、効果的な取組事例をまとめました。

特に、授業事例については、新学習指導要領において重視される言語活動の充実等に着目し、授業者が意

識すべき指導や評価のポイントをまとめ、国語、算数・数学だけでなく他教科等での活用も考慮しています。

各学校においては、こうした事例を参考とし、今後の教育活動の一層の充実が図られることを期待します。

◇ 全国学力・学習状況調査における平均正答率（％）の推移
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※平成22年度は抽出調査であるため、平均正答率については、95%信頼区間（悉皆調査の場合の平均正答率が95%の確率で収まる範

囲）をグラフ中の網掛けの部分で示している。

小学校国語 小学校算数

中学校国語 中学校数学
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全国学力・学習状況調査 H19～21：悉皆 H22：抽出 H23：中止(問題冊子等の提供)

○思考力・判断力・表現力等の

育成を図る取組

①意見や感想、理由や方法の

説明等の言語活動の工夫

②自己評価、相互評価等によ

る見通し、振り返りの指導

の工夫

③日常生活と関連付け、知

識・技能を活用する学習の

工夫

◆継 続 的 な 課 題

② A知識
文の構成の理
解や文章の推敲
(国)、加法と乗
法が混合した計
算や証明の意義
(算・数)等

① B活用
資料や情報に基づい
て意見や感想を記述す
ること(国)、判断や根
拠の理由や問題解決の
方法を説明すること
(算・数)等の記述

③ 学習習慣
家で自分で計
画を立てて予習・
復習している児童
生徒の割合が、や
や低い

④ 平成19年度小6と
平成22年度中３の比較
表現の仕方に注意した
話し方(国)、円の面積の
公式の理解(算・数)など

新学習指導要領の全面実施 H23：小学校 H24：中学校

○基礎的・基本的
な知識・技能

○知識・技能を活用し
て課題を解決するた
めに必要な思考力・
判断力・表現力等

○主体的に学習に
取り組む態度

「ことばの力」育成事業
(H23・24)

国語科で培った能力を基
本に、各教科等において、発
達段階に応じた言語活動を
充実し、様々な文種を「読む
力」「書く力」等の向上を図る
実践研究

「兵庫型教科担任制」
の推進

学力向上や小中学
校の円滑な接続を図る
ため、小学校高学年に
おいて「教科担任制」と
「少人数学習集団の編
成」を組み合せて実施

ｽｰﾊﾟｰﾃｨｰﾁｬｰ
派遣事業

教員の指導力向
上のため､教員Ｏ
Ｂ等の小中学校へ
の派遣

〈
本

県

の

取

組
〉

国語力向上モデル事業
(H21・22)

国語力育成を図るための指
導方法の工夫改善の在り方や
言語活動の充実等について
の実践研究

授業の工夫改善事例

○基礎的・基本的な知識・技能の確実な定着を図る取組

①授業内容や家庭学習と関連付けた「学習タイム」の

推進

②習熟の程度に応じた少人数授業等、個に応じた指導

の充実

指導方法の工夫改善事例

県・市町・学校等における教育施策や教育指導の検証改善

◆小中に継続した課題

○学習習慣の確立に向けた取組

③学習習慣の確立を図る予習・復習等の学び方の指導

④言語活動等を支える学習規律や学び方の指導

○指導方法の系統性を図る教員の連携

⑤小中学校の課題を共有する小中合同の教科部会

⑥授業実践のポイントを継承する授業研究

学力向上支援
チームの設置

学校・市町にお
ける取組の検証改
善サイクルの確立
を支援

小・中連携推進専門員
の配置

小中双方向からの
連携促進の支援 等

｢学習タイム｣の推進

基礎的・基本的な
知識・技能の定着や
学習習慣の確立を図
るため、週４回以上の
「学習タイム」を全県
的に推進
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（第１次）○理科で書いた観察カードと「イルカのねむり方」を比べて、その特徴を理解する。
○学習課題「観察報告文を読んで感想をもった後、自分が目的をもって調べたことを
報告しよう」を設定し、児童自身が学習計画を立てる。

（第２次）○「イルカのねむり方」と「ありの行列」を読む。
・文章を３つに分け、「問い」と「答え」を探し、段落の関係をまとめる。
・「答え」を導くために、どのような観察や調査をしたのか、語彙に着目して整理す
る。
・感想を書く。

（第３次）○理科や総合的な学習の時間に書いた「調査カード」を基に、報告することを決める。
○文章の組み立てを考え、構成表に記入する。
○「イルカのねむり方」や「ありの行列」で見付けたことを基に、「わかりやすい説明
文を書くためのポイント」を整理し、確認する。
○調査カードや構成表を基に下書きをする。
○下書きを読み合い、友達の作品のよさを見付けたり間違いを正したり、よりよい書
き方に直したりする。
○加筆訂正した下書きを清書し、報告文を完成させる。

（第４次）○報告文をクラスで読み合い、意見や感想を伝え合う。

（１時間）

（６時間）

（７時間）

（２時間）

○文章全体の構成の効果を活用して、自分の考えを分かりやすく説明することができる。

○相手に分かりやすく伝えるように収集した資料を効果的に使い、自分の報告文を書くことができる。

〈本時の目標〉
○下書きを読み合い、互いに報告文のよさを見つけたり、よりよい書き方に直したりすることができる。

１ 学習課題を確認する。

２ 自分の下書きを読み直す。

３ 下書きを読み合って、友達の報告文のよさや改善点を考え合う。
(1) 全体で
・報告文の例を読み、全体で話し合いながら、推敲する観点を整理する。

(2) ペア（又はグループで）
・互いに読み合い、友達への助言を整理する。

４ 自分の報告文を推敲する。
・友達からのメッセージを読んで、自分の報告文のよさと改善すると
よいところを知り、推敲する。

（全１６時間）

〈分かりやすい報告文を書くためのポイント〉
１ 題名 ２ 構成（はじめ・中・終わり） ３ 文末表現
４ つなぎ言葉 ５ こそあど言葉 ６ 自分の考え・感想

〈推敲する観点〉
１ 内容のまとまりごとに段落ができているか
２ 句読点や漢字のまちがいはないか
３ つなぎ言葉・こそあど言葉は正しく使われているか
４ 主語・述語は正しく使われているか

友達からのメッセージ
によって明らかになっ
た自分の報告文のよさ
を確認し、さらに改善さ
せる。

全体で一つの報告文を
推敲する活動をするこ
とで、推敲の観点を明
らかにし、共有を図る。

読み合うことにより、
友達の工夫を知り、自
分の報告文に役立てる。

教材：「イルカのねむり方」「ありの行列」

下書きを読み合って、より分かりやすい報告文になるようにしよう

（１３／１６）
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評価の場面 評価方法 内 容

報告文を読み合う ・付箋 ・友達の書いた報告文について、叙述に基づき、具体的によさを
認めるコメントを書くことができる。

報告文を推敲する ・ワークシート ・「推敲する観点」や友達からのメッセージに基づき、自分の報告
文をより分かりやすい報告文になるように工夫しながら書き直
している。

◇下書きの例 ◇「ありの行列」の感想ワークシート

○「活用」する場面を意識した単元構成の工夫

○推敲場面の工夫

・学習内容のまとめ（確認）で単元が終わっ
ていませんか。

・本単元では、２つの説明文の学習を通して、
「分かりやすい説明文のポイント」を整理
し、実際に児童がそのポイントを活用して
「報告文」を書くという学習活動を取り入れ
ています。

・教師が推敲し、その推敲に従って児童が清
書するという方法になっていませんか。

・本単元では、学習活動を通して児童が共有し
た「分かりやすく説明するためのポイント」
に基づいて、児童が互いに推敲する学習活動
を工夫しています。また、報告文のよさを伝
え合うことで、児童は自信をもち、書くこと
への意欲を高めることもできます。

【作成の意図】

・単なる感想の羅列にならないようにさせるた
めに、心に残った文や言葉を引用して書かせ
る。また、字数制限を加えることで、自分の
思いを簡潔にまとめる力を付けていく。

【評価のポイント】

・下書きの文章に「ポイント」の各項目の番号
を付けたり、線で結び付けたりするなど、「ポ
イント」に基づいて報告文を見直しているか。
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（第１次）○学習を見通し，テーマ（課題）についての材料を書き出す。
（第２次）○教材文（スピーチ）から、組み立ての工夫（理由・具体例）を理解し、

スピーチメモを作成する。
（第３次）○組み立てを主な観点としてスピーチメモを改善する。

（第４次）○感想の伝え方を知り、感想交流会をする。

（１時間）
（１時間）

（２時間）

（２時間）

○スピーチメモの作成や改善の活動を通して、具体的な事実や理由を取り入れ、話の組み立てを工夫して

話すことができる。

○感想の伝え方を知ることにより、話し手の意図を捉えながら聞き、自分の意見と比べながら、感じたこ

とを自分の言葉で表すことができる。

〈本時の目標〉
○強く感じたことやその理由などと自分の考えや体験と比べ、気付いたことを質問や感想として伝える
ことができる。
○感想の伝え方を知り、活用することができる。

１ これまでの感想交流の仕方（４年生）を考える。
「伝えたいことは何かを考える」
「自分の体験や経験と比べる」

２ 感想の伝え方を知る。

３ 感想に対してのコメント（さらなる感想・質問）の仕方を知る。

４ ２、３を生かして感想交流する。（グループ）

５ 学びの振り返りを言語化する。

これまでの学んだ交流の仕
方を想起させ、本時の目標と
つなげる。

【感想交流の流れ】 
・スピーチをする。
・感想を伝える。
・感想を聞いてコメントをする。（スピーチした人）

〇感想のモデルを分析する①。〈ワーク１〉 
〇感想のモデルを分析する②。〈ワーク２〉 
〇自分なりの感想を考える。 〈ワーク３〉

〇コメントのモデルから感想に対するコメントの仕方を知る。
〈ワーク４〉

〈ワーク１〉
「モデル」から「強く感じ
た一言」と「感想」とに分
ける。

〈ワーク２〉
２つの「モデル」を比較す
る。

〈ワーク３〉
ワーク１・２のポイントを
意識して自分なりの感想
をまとめる。

教材：わたしの「とっておきの一枚」

（全６時間）

〈ワーク４〉
感想を受けたコメントの
仕方を工夫する。

（５／６）

【原口さんのスピーチ（スピーチする人）】

ぼくがいちばん大切しているのは、少年野球のチームのみん
なといっしょにとった写真です。それは、去年の秋、地区大会
の決勝戦の後にとったものです。
この試合は、最後の回まで同点でしたが、フォアボールとエ
ラーで満るいとなり、最後にヒットを打たれ、ぼくたちは負け
ました。試合後、くやしくてなみだが止まりませんでした。ほ
かの五年生の子もみんな泣き出してしまいました。…（略）
もうすぐ、ぼくたちも六年生です。優勝旗を持って、笑顔で
写真がとれるように、がんばって練習したいと思います。

※教科書の事例を参考に、児童の状況に合わせて加筆・修正しています。
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評価の場面 評価方法 内 容

感想のモデルの活用 ・ワーク１～４ 「強く心に残った一言」と「感想や質問」に分けたり、感想の
ちがいを書いたりするなど、各ワークのねらいに沿って自分の
感想や質問を工夫する。

グループ交流 ・発表、観察 考えが通い合う感想交流をするために、学んだ感想の伝え方を
活用している。

○教科書の活用の工夫

○交流（相互交流）の工夫

・教科書に記載されている「モデル」を読むだ
けの学習になっていませんか。

・単に「思ったこと」や「気付いたこと」を話
す表現活動に終わっていませんか。

・「モデル」から「強く感じた一言」と「感
想」とに分けたり、２つの感想モデルを比
較させたりするなど、モデルを通して具体
的な交流や感想の伝え方を教えることが
大切です。

・教科書の「モデル」を通して、相互交流の
仕方についての学習を深め、「伝え合い」
が交流として深まることが大切です。日常
的に、引用や感想・質問などの形式を意識
させ、相手に伝わりやすい効果的な表現力
を身に付けさせることが必要です。

① 引用
発表者の言葉を引用して、自分の思いを伝えている。

② 比較（ 共通点・相違点）
共通点を自分のことに置き換えて詳しくしている。

③ 質問（感想でもよい）
自分自身の取組を言ってから、質問している。

【
ち
が
い
の
記
述
例
】

け
ん
た
さ
ん
は
、「
は
げ
ま
す
声

を
か
け
て
い
る
と
こ
ろ
が
す
ご

い
」
と
原
口
さ
ん
の
ス
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ー
チ
の

内
容
か
ら
感
想
を
伝
え
て
い
る
け

ど
、
し
ん
い
ち
さ
ん
は
、「
く
や
し

さ
を
わ
す
れ
ず
に
が
ん
ば
っ
て
い

ま
す
」
と
原
口
さ
ん
の
ス
ピ
ー
チ

か
ら
自
分
が
や
っ
て
い
る
サ
ッ
カ

ー
ク
ラ
ブ
の
こ
と
に
結
び
付
け
て

感
想
を
伝
え
て
い
る
。

※
し
ん
い
ち
さ
ん
の
感
想
に
自

分
の
こ
と
も
伝
え
て
い
る
も
可

さ
ち
こ

【作成の意図】
・「感想の伝え方を知る」ために、「強
く心に残った一言」と「感想（伝わ
ったこと）や質問」とに分け、感想
を伝える際の発言の組み立てを具体
的に理解する。

け
ん
た

し
ん
い
ち

私
の
心
に
強
く
残
っ
た
こ

と
を
一
言
で
言
う
と
、「
心
の

き
ず
な
」
で
す
。

み
ん
な
で
声
を
か
け
合
い

練
習
を
が
ん
ば
っ
て
い
こ
う

と
す
る
気
持
ち
が
、
強
く
伝

わ
っ
て
き
ま
し
た
。

原口さんのスピーチを聞いて、さちこさん
は、右のような感想を伝えました。
さちこさんの発言を「強く心に残った一言」

と「感想（伝わったこと）や質問」とに分け
ましょう。
「強く心に残った一言」を実線で、「感想や
質問」を波線で囲みましょう。

原
口
さ
ん
の
話
を
聞
い
て

心
に
残
っ
た
こ
と
を
一
言
で

表
す
と
、「
は
げ
ま
し
合
う
こ

と
の
大
切
さ
」
で
す
。

六
年
生
が
く
や
し
さ
を
見

せ
ず
に
、
み
ん
な
を
は
げ
ま

す
声
を
か
け
て
い
る
と
こ
ろ

が
す
ご
い
と
思
い
ま
し
た
。

ぼ
く
が
原
口
さ
ん
の
話
か

ら
強
く
感
じ
た
こ
と
を
一
言

で
言
う
と
「
優
勝
し
た
い
と

い
う
気
持
ち
の
強
さ
」
で
す
。

ぼ
く
は
サ
ッ
カ
ー
ク
ラ
ブ

に
入
っ
て
い
ま
す
。
原
口
君

と
同
じ
よ
う
に
試
合
に
負
け

た
と
き
の
く
や
し
さ
を
わ
す

れ
ず
に
が
ん
ば
っ
て
い
ま

す
。

けんたさんとしんいちさんの発言を比べ、「感想」に着目してちがいを書きましょう。

原口さんは、しんいちさんの感想に対して次のようなコメント

を返しました。
下の原口さんのコメントからコメントの仕方を考えましょう。

ぼ
く
の
話
か
ら
「
優
勝

し
た
い
と
い
う
気
持
ち
の

強
さ
」
を
感
じ
て
く
れ
て

あ
り
が
と
う
。

練
習
す
る
こ
と
が
優
勝

に
少
し
で
も
近
づ
く
こ
と

だ
と
信
じ
て
い
ま
す
。

し
ん
い
ち
さ
ん
も
、
試

合
に
負
け
た
と
き
の
く
や

し
い
気
持
ち
を
わ
す
れ
な

い
で
が
ん
ば
っ
て
い
る
の

で
す
ね
。

試
合
に
負
け
た
時
、
何

と
も
言
え
な
い
気
持
ち
に

な
り
ま
す
よ
ね
。「
次
こ
そ

は
！
」
と
思
い
ま
す
よ
ね
。

ぼ
く
は
試
合
に
向
け

て
、
必
ず
声
を
か
け
な
が

ら
ボ
ー
ル
を
取
っ
た
り
、

投
げ
た
り
し
て
い
ま
す
。

し
ん
い
ち
さ
ん
は
、
次

の
試
合
に
向
け
て
ど
ん
な

こ
と
を
が
ん
ば
っ
て
い
ま

す
か
。

①③ ②

あなたも交流に参加することになり
ました。
原口さんのスピーチを読み、心に残っ
たことを一言で言い表し、質問や感想を
伝えてみましょう。

あ
な
た
な
ら

【評価のポイント】

・「感想や質問」は、「心に残った一言」
を詳しくした（関連性のある）もの
であるか。
・単なる感想だけでなく、自分の体験
や経験などを入れた感想や質問をし
ているか。
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（第１次）○広さくらべを通して、長方形の面積の求め方に関心をもち、これからの学習に対す

る見通しをもつ。

（第２次）○面積の概念（単位量や作図、面積の公式など）について学習する。

（第３次）○Ｌ字型の図形の面積のいろいろな求め方を考える。また発展的な図形の面積の求め

方についても考える。

（第４次）○１㎢の理解や、㎡と㎢の関係、また１ａ,１ｈaの理解やａとｈaの関係を知り、大

きな面積を求め、面積の単位のよさに気付く。

(１時間)

(５時間)

(１時間)

(３時間)

○面積の概念を理解し、長方形や正方形の面積の公式を知り、それらを活用して面積を求めることができ

る。

〈本時の目標〉

○複合図形の面積を長方形の面積の公式を使って求めることができる。

○自分の考えを説明したり、友達の説明を聞いたりしながら、いろいろな考え方で面積を求めることができる。

１ 本時の課題を知る。
Ｌ字型の図形を提示する。

このような形をした図形の面積はどうやって求められますか。

２ 線を入れて、分けることや、不足の部分を補って引くやり方を考える。

３ 自分の考えた求め方を発表し、説明する。
①分けてたす方法 … ３分割、２分割
②たりない部分を足して引く方法（補完の考え）
③その他

４ 他の図形の求積に自分たちの考えを適用し、図形によりそれぞれのよさ
や不具合があることについて検討する。

５ 同じ面積の図形を作図し、それを交換し求積し合うことにより、出され
た考え方のよさを生かして求められることをまとめ、算数日記にそのこと
を書かせる。

・既習の長方形や正方形と
違い、そのままでは求め
られないことを捉えさせ
る。

・長方形や正方形の面積の
求め方が利用できるように
工夫することを自力解決
の視点とする。
・この場面では求積方法と
して１つだけ考えさせる。

・他の図形を提示し、図形
により、用いる求め方のよ
さや不具合についてペア
で検討させる。

・問題を交換して面積を求
めながら、「②が一番よ
い考え方だと思っていて
も、どの形でも便利であ
るとは限らない」といった
ことに気付かせる。

（全１０時間）

（７／１０）

〈除去〉

①
② ③

※③は敢えて取り上げる
必要はない。（等積変形）

単元名：「面積」

①・② ②

③はさっとできるけ

ど、図形によるね。①

・説明が教員と発表の児童
の対話にならないよう、求
め方について式だけ発表
させる児童とその式に基
づいて考えを説明する児
童とに役割を分担し、全
体に説明を広げる。
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評価の場面 評価方法 内 容

Ｌ字型や十字、凹型の面積を
求める。

・ワークシート
・発表

・複合図形の面積を、線を引いたり補って引いたりし
ながら、長方形の面積の公式を使って求めることが
できる。
・自分の考えや友達の考えを、数学的な言葉を使って
説明することができる。

〈ワークシート〉

【作成の意図】
・①分割して求める方法、
②補完して全体から引く
方法、③等積変形の３つ
の考えに対応できる図形
を提示している。
（③は触れなくてよい）

【作成の意図】
・辺の長さを測るときは、自
分の考えで求めるために、
最小限必要な辺の長さだ
けを測るように指示する。

【評価のポイント】
・自分の考えを式にするた
め、必要最小限の辺の長
さを測っているか。

【児童の記述から】
・自分と異なる考えに
ついて、メモをとり、
コメントしている。

【評価のポイント】
・自分の考えを式に適切
に表しているか。

「今日勉強したことを使って、20㎠ になる図を作ろう。

できた図を友だちと交かんして、おたがいに面積を計算

してみよう。」

【評価のポイント】

・面積が20㎠であり、本時で取り扱った求め方が適用

できるように作図しているか。

20㎠の図を作るのに、長方形の辺の長
さを考えるのがむずかしかった。自分で
式にしてから○○さんにわたしたら、さ
っと式にしたのでくやしかったです。
一つの式にしてあったのがすごいと思
いました。

〈作図の問題例〉 〈「算数日記」から〉

○見通し（課題提示）の工夫

○ 振り返りの工夫

・課題を提示し、すぐに自力解決の活動を
させてしまうことがありませんか。

・長方形や正方形の面積の公式を確認し、解決
の見通しをもたせてから自力解決の活動をさ
せることが大切です。

・複合図形の求積で、例えば「斜めに分割
する方法」なども含め、「今日は、いろ
いろなやり方が見付けられてよかった
ね」といったまとめになっていません
か。

・他の図形を求積させる活動を通して、出され
た考えのよさや不具合をきちんと整理する場
面が必要です。
・「算数日記」を書かせ、学習した内容を自分の
言葉で言語化させることも大切な活動です。

【評価のポイント】
・補完して全体から引
く式を読み取り、そ
れを図の中に表現で
きるか。

【作成の意図】
・児童の実態に応じて
10×７－３×４－４×５
などにしてもよい。
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（第１次）○身の回りの生活から割合が用いられている場面を取り上げ、割合に対する

興味関心を高める。

（第２次）○「割合」と「比べる量」、「もとにする量」の関係を図や式等を基に整理し

て考える。

○百分率を使った問題を解く。

（第３次）○割合を表すグラフ（円グラフや帯グラフ）の読み取り方と描き方を知り、

身近な事象をグラフに表す。

（第４次）○割合（和・差・積）を使った問題を解く。

○買い物場面を想定した問題を作り、互いに交流する。

(１時間)

(４時間)

(５時間)

(３時間)

(２時間)

(１時間)

１ 本時の課題を知る。

・ワークシートの広告を見て，前時までとの題意の違いを知る。
・２量の関係を図や簡単な言葉に直して考える，代金を求めて比べるとよ
いという見通しをもたせる。

２ 図を使ったり言葉でまとめたりして考える。
(1)Ａ商店の場合
【関係図】
①

既習の考え

②
本時の考え

【線分図】

【簡単な言葉で表す】図と言葉をつなぎ２量の関係を簡潔に捉える。

○どの言葉が図のどの部分にあるかを整理しながら求め方を考える。

３ 図を用いて求め方を説明し，2つの考え方の違いを明確にする。

①19600×0.4=7840 19600－7840=11760

②19600×(1-0.4)=11760

③19600×0.4=7840…誤答

４ 本時のまとめをして，適用題を解く。

「○％引き後の量」＝（もとにする量）×（1から割合を引いた数）

（ ）倍

（ ）倍

○２つの数量の関係について、関係図や線分図等を使いながら筋道立てて考えて表現することができる。

〈本時の目標〉
○日常生活の事象を取り上げ、割合の和や差を考えながら問題を解決することができる。

・既習の求め方に比べ
「割合の分を引く」ことが
前時までとの違いであ
ることを捉えさせる。

・関係図を使うことで既習
の求め方（順々に解く）
と割合の差に目をつけ
て考える方法（まとめて
考える）との違いが明確
となる。

・図から割合の和や差が
どこにあたるかをペアで
説明させ、既習の公式
が使えるよさを話し合い
の中から実感させる。

・③のような児童には求め
た金額が図のどこにあ
たるか、値引き額と代金
の違いを取り上げて明
確に捉えさせる。

・本時のまとめや振り返り
を書かせ、自分なりの表
現で学習を振り返らせる
とともに、筋道立てた考
え方を数学的な用語を
用いて表現できる力を
育てる。

（全１６時間）

（１４／１６）

○％引きが前と違うな。

40％引きってもとの値段

の何倍になるのかな

①は始めに値引き金額を出して引

く。「何％を求めて，引く」というこ

と。言葉通りで分かりやすいな。

②はまず代金がもとのどれだけにあたるかを考える。「代金はもと

の値段の（1－○）になる」ということ。式がすっきりしているな。

もとの値段 代 金

円円

もとの値段 値引き 代 金

円 円円

19600円の自転車を40%引きで買う時の代金の求め方を考える。

単元名：「割合」
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【評価の視点】
思考の流れを図→簡単な言葉→式とい
う流れに沿って、２量の関係を筋道立
てて考えることができているか。

【評価のポイント】

・思考の流れを図→簡単な言葉→式と
いう流れに沿って、２量の関係を筋
道立てて考えることができている
か。

評価の場面 評価方法 内 容

線分図・関係図等や言葉の式

を使いながら自分の考えを表

現する。

・ノート

・ワークシート

・題意を踏まえて「比べる量」「もとにする量」「割合」を

捉え、線分図・関係図を描くことができている。

・線分図・関係図と式を結ぶ役目を果たす「言葉」による

説明を筋道立てて書いている。

○ 説明の工夫

○ 振り返りの工夫

・誤答をそのままにしたり、誤答であると指摘した
りするだけで終わっていませんか。

・全体で共有する「価値のある誤答」を取り扱う
ことにより、他の考えにつながるよさとし生か
すことができます。

・立式から答えを導く際、立式の根拠が全員に分
かりやすく伝えることができていますか。

・図、言葉、式を結びつけながら説明させること

により、筋道をたてて分かりやすく説明しよう

とする力を育むことができます。

・教科書の練習問題を解くことだけで学力の定着を
図っていませんか。

・練習問題の内容を日常生活の場面と結び付けて児
童の身近な問題として捉えさせたり、日常生活に
即した問題を解決させたりすることによって、よ
り効果的な定着を図ることができます。

【作成の意図】

・考え方が理解できたら、自分の解き
やすいやり方でさせる。ただし、自
分の考えを表現できることは大切。
・その中で、いろんなやり方の交流を通
じて、比較・検討しながら理解を深め
させる。

【評価のポイント】

・最終的に「式」の中に、考え方が表
現できているか。

(1)

①

②
＊値引き額を考えずに代金を出す方法は？

値引きを考えなく

てもできるかな？
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（全８時間）

（５／８）

（第１次）○「走れメロス」を通読し、初発の感想をもつとともに、「人物関係図」を
作成する。

（第２次）○場面分けや各場面の見出しを付けて文章の構成を捉え、擬態語や漢語表現
等の表現効果について理解する。

（第３次）○メロスの心情の動きを中心に登場人物の心情を読み取り、主題を考える。
（第４次）○「学習タイム」を通じて、太宰治の代表作を読んできたことを踏まえ、そ

の批評文を書く。

（１時間）

（２時間）

（３時間）
（２時間）

○描写の効果や登場人物の言動の意味を考え、登場人物の心情を読み取ることができる。

○登場人物の人物像などについて、文章中の表現を引用しながら自分なりの考えをもって表現できる。

〈本時の目標〉
○効果的な表現を捉え、メロスの心情の変化を読み取り、なぜ走り続けたかについて考えをまとめるこ
とができる。（200字作文）

１ 本時のねらいを確認する。

２ 再び走り始め、走り続けたメロスの心情を考えながら、場面を音読さ
せる。

３ メロスの心情の変化を読み取り、考えを発表し合う。
○「斜陽は赤い光を、木々の葉に投じ、葉も枝も燃えるばかりに輝いて
いる」という情景をメロスはどんな思いで見つめたのだろう。
・該当の文をノートに視写させる。
・自分の考えをノートにまとめさせる。

○「信じられているから走るのだ。間に合う間に合わぬも問題ではない。
人の命も問題ではない。わたしは、なんだか、もっと恐ろしく大きい
もののために走っているのだ」にある「もっと恐ろしく大きいもの」
とは何だろう。
・該当の文をノートに視写させる。
・自分の考えをノートにまとめさせる。
・「もしメロスが再び走らなければどうなるか」をペアで話し合わせ、
発表させる。

４ 「走れ！ メロス」という言葉どおり、再び走り出すメロスに対する
自分の考えを「200字作文」にまとめる。
・ペアで書いた作文を読み合い、ねらいや観点に即した表現や内容に
なっているか、意見を交流する。

ペアで話し合わせ、ノー
トにメモをさせてから
発表させる。

自分の考えの基となる
「ひき付けられた言葉」
を文頭に置いて考えを
まとめさせる。

メロスの心情の変化を読み取りながら、メロスがなぜ走り続けたのかを

考える。

メロス自身が自分を励
ます言葉であり、読者が
メロスを励ましている
言葉であることを理解
し、自分自身の言葉でメ
ロスを励ます作文を書
かせる。

教材：走れメロス
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評価の場面 評価方法 内 容

自分の考えを２００字作文
にまとめる。

・発表
・２００字作文

・文章中の表現を引用し、場面の展開や描写、人物の心
情について要約しながら、メロスの心の変化を捉え、
自分の考えをまとめている。

○ 条件を付した短作文指導の工夫

○推敲の工夫

・○○を読んでの感想文（読書感想文）、体
験作文（行事等）など、特別な時や行事
があった時にだけ、たくさんの枚数の作
文を書かせていませんか。

・条件作文等、条件を付した「書くこと」
を日常的に実施することで『書く』こと
への抵抗感をなくすようにします。また、
効果的なメモや表現の工夫を評価するこ
とで『書く』ことへの意欲を高めます。

・条件を付して書かせた場合であっても、
誤字や脱字だけの推敲で終わっていませ
んか。

・条件に即しているか、どのような観点で
推敲するのかを理解させた上で、自己評
価や相互評価を行うことが大切です。そ
れにより、自分で見直す（吟味する）力
や表現への自覚が高まります。

〈本時の前に書いた作文〉 〈本時に書いた作文〉

【評価のポイント】

・注目した描写や心情
をメモしているか。

【評価のポイント】

・効果的な表現や登場人物の心情等
に着目して書いているか。

○条件付き作文（200時作文原稿用紙）
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（第１次）○俳句に込められた思いや情景などを想像し、イメージの広げ方を感覚的につかむ。

○季語、切れ字等、俳句に係る既習事項を確認する。

（第２次）○「俳句の可能性」に紹介された五句について、込められた情景や心情を想像した

ことをまとめる。

○「俳句の可能性」に紹介された五句とその解説文を読み、「季語」「歳時記」「有季

定型」「切れ字」「自由律俳句」「無季俳句」の意味を実際の俳句をもとに捉える。

○表現の工夫や効果等について確認する。

（第３次）○「俳句十六句」の各句について、言葉の意味や音律を意識しながら音読をする。

○十六句の中から好きな一句を選び、選んだ理由や作品のイメージについて意見交流

をする。

○鑑賞発表会の準備をし、各グループで発表する。

（第４次）○〈句会〉テーマを決めて俳句を作る。

○グループで作品を交換し、よりよい作品となるよう相互に意見交流する。

（１時間）

（１時間）

（２時間）

（１時間）

○感動の中心が効果的に伝わるように、語句や語順を工夫して俳句を作ることができる。

○俳句の言葉を引用し、鑑賞文を書くことができる。

１ 「俳句十六句」を読む。

・各句の情景や心情等が効果的に伝わるように音読する。

・疑問点や不明なことについては、必要に応じて助言を聞く。

・好きな句を一つ選んでワークシートに視写し、選んだ理由や想像した

情景をまとめる。

２ 鑑賞文の発表原稿を作成する。

・模造紙に選んだ句を写し、①表現上の工夫(季語、切れ字等)、②イメ

ージ(風景、音(声)、色、匂いなど)、③作者の思い等の観点を明確に

して各自の意見を付箋に書いて貼り付け、鑑賞の意見交流をする。

・意見交流をもとに、鑑賞文をまとめる。

３ 各グループで鑑賞文を発表する。

・発表を聞いて、気付いたことや尋ねてみたいことを出し合い、鑑賞を

深める。

４ 鑑賞文のまとめ方を整理する。

・分かりやすかった発表をもとに、鑑賞文のまとめ方を整理する。

〈本時の目標〉
○表現から情景や作者の思いなどのイメージをふくらませる活動を通して、鑑賞文を書くことができる。

（全５時間）

（3・4／５）

・同じ俳句を選んだ生徒同士
でグループを構成する。
・ＫＪ法を取り入れ、各自の
意見の伝え合いを通して、
共通点や相違点を明らか
にさせ、グループの中で、
積極的に意見交流させ、鑑
賞文をまとめる。

・前時までの学習をもとに、
ひきつけられる言葉や、表
現上の工夫等、根拠を明確
にしながらまとめさせる。

・整理した上で、まとめ方と
して定形化し、鑑賞文を書
くためのポイントとして
とらえさせる。
（鑑賞文の記載例：参照）

教材：「俳句の可能性」
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評価の場面 評価方法 内 容

鑑賞文を書くこと ・ワークシート
・発表、観察

・表現上の工夫、イメージ、作者の思い等の観点を明確
にして、感動の中心が効果的に伝わるように鑑賞文を
書き、相互評価を通して高め合っている。

○推敲活動の工夫

○学習活動の形態の工夫（交流）

・一斉指導による鑑賞になりがちではありま
せんか。

・本時では、グループで意見を交流させながら
鑑賞文の内容を高める工夫をしています。生
徒が相互に内容と書き方について意見交流
するような活動を工夫し、積極的に設けてい
くことが大切です。

・発表を聞いたり、他の生徒の文を読んだり
する活動の中で、「気付いたこと」や「よ
かったこと」を言わせるだけになっていま
せんか。

・鑑賞文のまとめ方を生かして、鑑賞文を書く
場を設定し、観点を明確にして相互評価させ
る活動が大切です。これにより、自分で俳句
を作る創作意欲も高まり、自作の俳句の質も
高めることができます。

〈ワークシート①〉

【評価のポイント】

○解説や交流を通して情景を読み味
わったり、表現の工夫や効果を確認
したりすることができているか。

〈ワークシート②〉

〈鑑賞文の記載例〉

○選んだ俳句
ちるさくら海あをければ海へちる

○大意
散っていく桜の花びら。海が青いので海へと散っていく。

○鑑賞文
私がこの俳句を選んだのは、真っ青な海に散っていく
花びらのピンクという情景が想像できたからだ。
私はまず「海あをければ」いう言葉にひきつけられた。
そこからは、吸い込まれるような海の青さが感じられる。
また、「ちる」が繰り返して用いられているのは、散り続
ける桜の花びらを表そうとしているのだと思う。

【評価のポイント】

○言葉を手がかりに情景等のイメージを表現できているか。
○選んだ理由や感想の内容が適切に書けているか。
○「よかった」「すばらしい」などの言葉を用いずに書けて
いるか。

【作成の意図】

○整理した「鑑賞文のまとめ方」に基づき、
下線の箇所を定型化し、まとめやすくして
いる。
○波線の箇所のように、表現の工夫に着目す
る記述もできる構成にしている。

14



（第１次）既習の比例とは異なる関数関係を見いだし、一次関数の特徴について理解する。

（第２次）表、式、グラフを相互に関連付けながら、グラフをかいたり、式を求めたりする。

（第３次）二元一次方程式と一次関数の関係を見いだす。

（第４次）事象の中から一次関数を見いだし、一次関数を用いて問題を解決する。

(４時間)

(６時間)

(３時間)

(６時間)

１ 本時の課題を把握する。

・「自分ならどちらを選ぶか」を考えることで表
やグラフを用いて整理する必要性を実感する。
・Ａ・Ｂどちらのプランも料金が通話時間の
一次関数になっていることに気付く。
・言葉の式から一次関数の式をつくる。

２ 表・グラフ・式を用いてＡ，Ｂプランの境目を求め、自分の考えをまとめる。
①表で整理する。
②整理した表をもとにグラフ化する。
③連立方程式を利用する。

３ まとめられた表やグラフ、式を提示し、それぞれのプラス面やマイナス面を
話し合う中で、表やグラフ、式を関連付けて考えるよさに気付く。

４ 家庭学習の課題を提示する。

○必要な情報をグラフや図表から読み取ったり、目的に応じて表、式、グラフを用いて適切に説明したりする

ことを通して、一次関数を活用しながら問題を解決することができる。

〈本時の目標〉

○一次関数の既習事項をもとに、日常生活に即した問題を解決しながら、表・グラフ・式の関連と適切な活用

方法を理解する。

・本時でまとめた表や式、
グラフを活用して、Ｃプ
ランを付け加えると考
えやすいという見通し
をもたせる。

（全１９時間）

（１７／１９）

ある携帯電話会社には、次の料金プランがある。

どちらがお得なプランなのか考えてみよう。

「選ぶときのポイントは
何だろう」
「よく話す人はＡプラン
が得じゃないか」
「あまり話さない人は、Ｂ
プランが得じゃないか」
「では、２つのプランの境
目になる通話時間は何
分になるんだろう」

表やグラフ、式を使っ
て整理してみよう

・話し合いを通して、「何
が問題となるのか」を主
体的につかませる。
・言葉の式から一次関数を
導かせる。

１ヶ月の
使用料

月額基本
使用料

１分ごと
の通話料

通話
時間

＝ ×＋
・必要に応じて、表やグラ
フを用いる場合の表し
方（１目盛りをいくらに
するのか等）について助
言する。

「表に整理すると、Ａ，Ｂプランの料金の比較がしやすくなるが、ど

の程度細かな表にするのか、見通しをもつ必要がある。」

「グラフにすると、交点によって見た目でどちらが得かが分かるが、

グラフ作成のために表や式が必要になり手間である。」
「グラフの交点が連立方程式の解であることから、式だけでも求めら
れるが、料金の全体像がつかみにくい。」

・自分の考えを発表させる
だけでなく、他の生徒の
説明の分かりやすい点
や疑問点を交流するこ
とによって、考えを深め
させる。

・表や式、グラフの三者を
関連付けて考えること
が大切であることに気
付かせる。

Ａ・Ｂプランに、次のＣプランが加わった。

Ｃプランが他のプランに比べて得になるのは、どんな場合か考えてみよう。

単元名：「一次関数」

月額基本使用料 １分ごとの通話料

Ａプラン 3000円 25円
Ｂプラン 1200円 40円

月額基本使用料 １分ごとの通話料

Ｃプラン 7200円 ０円
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評価の場面 評価方法 内 容

一次関数を用いて、問題を解決

する。

・ワークシート

・グループ討議

・事象を一次関数とみて考察できている。

・事象を一次関数の表、式、グラフを用いて的確に表現

している。

・表、式、グラフを関連させて根拠や理由を説明し、問

題解決に取り組んでいる。

○ 記述・説明の工夫

○ 振り返りの工夫

・グラフをかいたり式を求めたりするな
ど、数学的な技能を高める学習が中心に
なっていませんか。

・日常生活の事象に関連した問題を取り扱うこ
とにより、関数の意義を実感させるととも
に、数学的な思考力・判断力・表現力等を高
めることが大切です。

・一次関数は「グラフをかくこと」である
と捉えている生徒はいませんか。

・１つの事象について、表、式、グラフを使っ
て説明させ、問題解決のためには三者を関連
させて考えることが有効であると捉えさせ
る指導の工夫が必要です。

〈表とグラフを関連づけて説明した例〉

〈新しい問題に取り組むに当たり、

既習の内容（式・表）を活用した例〉

〈ワークシート〉

【評価のポイント】

○説明の根拠や理由に、式、表、
グラフを活用できているか。
・既習の内容と関連付けられて
いるか。
・説明は適切か。

※自分なりの考察を書き加えてい
る点にも注目したい。

【評価のポイント】

○表、式、グラフを用いて的確
に表現できているか。
・表やグラフの数値は適切か。
・Ａ，Ｂプランの境目を確実に
捉えているか。
・説明は適切か。

16



（第１次）○対頂角の性質、平行線の性質、多角形の角について理解する。

（第２次）○図形の性質や三角形の合同条件を理解し、それらを用いた証明ができることを知る。

（第３次）○証明の進め方とそのしくみを理解し、証明の根拠となることがらを明らかにしてお

く必要性を理解する。

（第４次）○三角形の合同条件を使って、基本的な問題について証明する。

(７時間)

(３時間)

(２時間)

(４時間)

○情報を正しく読み取り、平行線と角の関係や三角形の合同条件を根拠にした証明の進め方を理解し、筋道を

立てて説明・論証することができる

〈本時の目標〉

○合同条件を使って、辺の長さや角の大きさが等しいことを証明することができる。

○根拠を明らかにすることの大切さを理解する。

１

(1)等しい辺や角を見つける。
・ＡＯ＝ＢＯ
・∠ＯＡＰ＝∠ＯＢＱ（錯角の位置関係）
・∠ＡＯＰ＝∠ＢＯＱ（対頂角の位置関係）

(2)仮定と結論をはっきりさせる。
〔仮定〕l‖ｍ,ＡＯ＝ＢＯ 〔結論〕ＡＰ＝ＢＱ

２ 証明の流れを知る。
△ＯＡＰと△ＯＢＱで
仮定より ＯＡ＝ＯＢ（ＯはＡＢの中点）

∠ＡＯＰ＝∠ＢＯＱ（対頂角）
∠ＯＡＰ＝∠ＯＢＱ（平行線における錯角）

１辺とその両端の角がそれぞれ等しいので
△ＯＡＰ≡△ＯＢＱ

よって、ＡＰ＝ＢＱ

３ 練習問題（次頁参照）

(1)で予想したことをグループで自由に話し合い、
その根拠も示すようにする。

(2)は宿題として、次時の予告を聞く。

・長さが等しい辺や大きさ
が等しい角を見付け、
印を図に入れさせる。
・また、その根拠を説明さ
せる。
① 平行線の性質
（同位角、錯角）
② 対頂角とその性質

・三角形の合同を使って、
証明する手順を明らか
にする。
・結論(ＡＰ＝ＢＱ)や、まだ
等しいとは分かっていな
い辺(ＯＰ＝ＯＱ)や角を
示さないよう留意する。

（全１６時間）

（１３／１６）

n

m

Ａ

Ｂ

Ｐ

Ｏ

Ｑ

l

lと mが平行で、線分ＡＢの中点Ｏを通る直線ｎが、l、mと
交わる点をそれぞれＰ，Ｑとするとき、

「ＡＰ＝ＢＱ」であることを証明する。

本時の課題

Ａ

Ｄ

Ｃ

Ｍ
Ｂ

右の図で，ＣＭ＝ＤＭ，∠Ｃ＝∠Ｄです。

このとき，次の問に答えなさい。

(1) ＡＣとＢＤの間には、どのような関係

が成り立つと予想できますか。

(2)は宿題として、根拠を
示しながら証明を自分
で書いてみることが大
切であることを伝える。

単元名：「図形の合同」
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評価の場面 評価方法 内 容

合同条件を使って証明する。 ・ワークシート

・練習問題

・等しい関係の辺や角を見付け、理由が言える。

・証明の筋道が明らかになっている。

・数学的用語を適切に使って説明できている。

・他の証明の考え方にも挑戦している。

【評価のポイント】

・仮定と結論が理解できているか。

・辺の長さや角の大きさが等しいという根
拠が書けているか。

・図の中や説明の中に数学的用語や記
号が使えているか。

・他の証明にも挑戦しようとしているか。

○見通し（課題提示）の工夫

○ 説明の工夫

・問題における「仮定」や「結論」を生
徒に十分に理解させずに証明をさせ
ようとしていませんか。

・「仮定」を黄色、「結論」を赤色にマーキングした
り、等しい辺や角、平行線の関係にある線分など
には印を付けたりするなど、見えてこなかった関
係や、対応する辺の長さや角の大きさなどを見付
けやすくし、証明すべき「結論」に向けての思考
を補助することが大切です。これにより、証明す
るときには対応していないものを選ぶことが少
なくなります。

・ノートにまとめた場合は、ペアトークなどで説明
し合うことで、自分の考え方をより明確に伝えら
れるようになります。また、相手の説明で分かっ
たことをメモに取らせることも重要です。

・ノートにばかり証明をまとめさせよ
うとしていませんか。

【展開の工夫】
(1)では２種類の解答が予想でき
る。これらを自由に発表・討議
させながら、相手を納得させ
られる根拠を示させる。
キーワード：「その理由は？」

(2)では証明の書き方が十分理
解できていない生徒に対し
て、 埋め形式にしてやる
とよい。

※三角形の合同条件を使わない証
明パターンもあることに気付かせ
るとともに、その場合の証明の書
き方も理解させるとよい。

〈ワークシート〉
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事例１ 小学校の取組例

① 週 4 回の「学習タイム」(10 分間）：全学年

② 算数、国語の授業内容に対応させた課題

③ 各教科における言語活動の基礎となる課題

火 水 木 金

「おすすめの本」の紹

介、新聞記事を要約し、

感想を入れたスピーチ

計算力を上げるための

スキル学習（時間・正答

率を個人で記録）

古文（百人一首・短歌な

ど）と長文（教科書・文

学教材）の視写

補充学習・評価テスト

算数・国語の学習の復習

プリント

事例２ 中学校の取組例

① 週４回の「学習タイム」(10 分間)の取組

② 授業の進度に対応させた課題の設定

③ 週毎に実施教科を設定

教 科 火 水 木 金

国 語 漢字の反復練習 条件作文 文法 補充・評価テスト

社 会
社会的事象の理解
（説明・論述）

分野別の学習 分野別の学習 補充・評価テスト

数 学 計算の反復練習 既習事項の復習問題 既習事項の復習問題 補充・評価テスト

理 科
原理・法則の理解
（説明・論述）

分野別の学習 分野別の学習 補充・評価テスト

外国語 単語・連語・慣用表現 リスニング 基本構文 補充・評価テスト

事例３ 家庭学習との関連を図る実施例

① 評価テストを活用し、習熟の程度に応じた宿題（コース別）の設定。

② 宿題での誤答や別解を学習タイムや授業の導入に活用し、家庭学習と学習タイム、授業と

の関連を明確化。

〈児童の視写の例〉

・授業で学習している単元の内容につい

て、学年をさかのぼって反復（スパイラ

ル）による学習指導。

・時間を計り、集中力も養う。

事前に家庭学習で新聞記事を読み、スピーチ内容をまとめておく。

※ 小中学校で活用できる取組には、特に小学校・中学校と記載していません。

既習内容の定着状況の確認。自己評価 → 定着状況に応じた補充問題の選択。

■ 授業内容と関連させて適切な教材を選択したり、児童生徒が自分の定着状況を振り

返ることができる評価問題を出題したりするなど、指導内容・方法の充実を図る。
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事例１ 小学校（第５・６学年「兵庫型教科担任制（少人数授業）」）の取組例

① 算数科において、単元の学習内容や児童の実態に合わせながら少人数指導と同室複数指導

とを適切に選択し、学習内容の確実な定着を図る。

② グループ編成の工夫

○ 一人一人の学習の取組状況を把握し、個に応じたきめ細かな指導による学習内容の確実

な定着を図る。

○ 意見交流など、言語活動の充実を図るため、小集団で

討議する機会を増やす。

事例２ 中学校の（希望型「習熟の程度に応じた少人数指導」）取組例

① 英語と数学で実施し、生徒の興味・関心、習熟の程度、学習内容等を総合的に判断し、２

クラスに分割。※３年数学は習熟の程度に応じて２クラスに分割。

② 一単元の指導の流れを工夫し、きめ細かな指導をするとともに、生徒のつまずきを分析し、

丁寧に指導をする。

・ 一単元の中で評価を複数回行い、児童がそれをもとにグルー

プを選択するなど、習熟の程度に応じてグループを分割する。

習熟度別にグループを分割する。

・ 児童が主体的に問題解決学習を展開するために、複数のワー

クシートの様式や活用方法を準備し、ガイダンス等により、児

童がコースを選択する。

・児童の理解度や習熟の程度に応じて少人数または同室複数指導等、効果的な授業形態を選択して

学習を進める。

・学年ごとに「ねらい」を明確にする。

・生徒の興味・関心や習熟の程度に応じた希望型少人数指導では、生徒自らがコースを選択できる

ようガイダンス資料や自己評価問題を準備し、生徒自ら課題を見つける大切さを気付かせるとと

もに、できる問題を増やし達成感を味わわせる。

・分割は単元ごとに行い、最初は単純分割を行う。

・基礎的・基本的な知識・技能についての学習を終えた時点

で、生徒の希望に配慮しながら、習熟の程度に応じて分割

を行う。

・単元の学習を終えた時点で、振り返りや学習内容の復習等

を行い、生徒の希望に合わせた希望型の習熟の程度に応じ

た少人数指導を行う。

・ 授業で、ペアやグループによる討議場面の設定や時間を必ず確保し、同室複数指導により、ペ

アやグループの指導を行う。

・ 児童の思考力・判断力を高めるため、討議のテーマ別にグループ分けをし、自分の考えと比較

しながら、教え合いや意見交流する活動を重視する。

■ 児童生徒の興味・関心や習熟の程度、単元の特性などに応じて、教材を作成したり、

学習集団を編成したりするなど、個に応じたきめ細かな指導の充実を図る。

単純分割 習熟の程度別分割① 習熟の程度別分割②

基礎的・基本的な事項
の定着状況の確認

思考力・判断力・表現
力等も踏まえた定着状
況の確認
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事例１「自主学習ノート」の取組

・一人一人に自主学習ノートを持たせ、教科の予習・復習や興味のあることを自分から進ん

で学習できるよう個別指導を行い、家庭学習を習慣づける。

事例２「家庭学習の手引き」の配付・活用

・家庭学習の基本的なポイントについて児童生徒・保護者に知らせる。また、家庭学習の手

引きの内容について、学級通信や学級懇談会等で保護者と情報交換するなど、学校と家庭

が連携し家庭学習の習慣化を図る。

・職員会議等において家庭学習の状況について、分析・検討し、学校のホームページに掲載

するなど、家庭への啓発を進める。

・「家庭学習の手引き」については、児童生徒の実態に合い、また読んでもらえる内容とな

るよう改訂版を作成する。

事例３「山登り読書カード」（六甲山・富士山・エベレスト山）の利用

・児童に読書カードを選択させ、1 ページを１メートルとしてカードに記入し、家庭での読

書を促進する。（児童生徒の実態に応じて、時間、ページ数、内容などを指標とする）

〈小学校の家庭学習の手引きの一部〉
〈小学校の自主学習ノートに綴る
日記を学級通信にした例〉

①学習内容の定着を図るため、間違い直し等をきちんとさせるとともに、学習意欲を高め

るため個人ごとの目標や励ましのコメントを記入する。

②効果的な取組をしているノート例を児童生徒に伝え、学習方法を学ぶきっかけとした

り、学習意欲の向上につなげたりする。

■ 家庭と連携して、児童生徒の学習状況を把握するとともに、個に応じて学習計画を立て

させるなど、学習習慣の確立を図るとともに、調べ学習や自主的な読書などにより、進ん

で学ぼうとする学習意欲を高める。
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事例１ 発達段階に応じた重点目標の設定

学年毎に「話すこと・聞くこと」の重点目標を決め、教員間のみならず児童とも
共有する。

◇各学年における「話すこと・聞くこと」系統表例

低学年 中学年 高学年

・相手に応じて

・事柄を順序立てて

・丁寧な言葉と普通の言葉

との違いに気を付けて

・相手や目的に応じて

・理由や事例などを挙げながら

筋道立てて

・丁寧な言葉を用いるなど適切

な言葉遣いで

・目的や意図に応じて

・話の構成を工夫しながら

・場に応じた適切な言葉遣いで

話す

・姿勢や口形に注意して

・声の大きさや速さに注意

して

・はっきりした発音で

・相手を見て

・言葉の抑揚や強弱に注意して

・間の取り方に注意して

・共通語と方言との違いを理解

して

・必要に応じて共通語で

聞く
・大事なことを落とさずに

・興味をもって

・話の中心に気を付けて

・質問したり感想を述べたりし

ながら

・話し手の意図を捉えながら

・自分の意見と比べながら

・考えをまとめながら

話し合う

・互いの話を集中して聞き

・話題に沿って

・互いの考えの共通点や相違点

を考えて

・司会や提案の役割を果たしな

がら

・進行に沿って

・互いの立場や意図をはっきり

させながら

・計画的に

事例２ ペアやグループでの話し合いの指導

ペアやグループでの話し合い活動の方法を児童生徒に定着させるとともに、ペアやグル

ープの活動に相互評価による推敲の場面を設定する。

○全教室前面に「話す

こと・聞くことの重

点目標」や「話し方」

を掲示し、児童の目

に触れるようにし

ておく。

○態度だけではなく、

聞くこと、話すこと

の内容のポイント

を指導する。

○ 自分の考えを整理してから話そう。

○ 考えの理由や根拠を明らかにしてから話そう。

○ 友だちの意見を聞くときは、メモをとりながら聞こう。

○ 自分の考えと比べながら聞こう。

○ 友だちの意見に対して質問したり、内容や話し方でよかった点や分かりにく

かった点についてコメントしよう。

○ 友だちの意見をもとに、自分の考えをまとめ直してみよう。

■ 国語科で培った言語の能力を基本に、各教科等における言語活動の充実を図る基盤とし

て、発表等の学習規律や学び方の指導方法等の共通理解を図る。

22



事例１ 算数・数学科における取組

①中学１年生の入学時に実施した「計算力診断テスト」を、各中学校ブロックの算数・数学科

部会において、過去数年間の正答率と比較して検証する。

・ 中学校区ブロックごとに教科部会を開催し、テスト結果についての意見交換と指導方法

の改善についての検討を行い、小中双方の指導に活かす。

②小学校・中学校での授業を相互参観し、小学校・中学校

での指導の在り方や授業についての研修を実施する。

・ 算数・数学科部会による小中合同授業研究会を実施し、

研究協議では、特に異校種の教員の意見を求めることに

よって、協議内容をより充実させる。

事例２ 外国語科・外国語活動における取組

① 市全体で取り組んでいる「中学校区連携会議」を活用し、連絡調整を図る。

② 関係各校が小中合同の外国語教科部会を開催し各教科担当者等が参加する。

③ 関係各校の校内授業研究会や教科研修会等へ相互に参加する。

まず始めにお互いを理解することが重要

〈小中合同授業研究会〉

◇取組体制の工夫

・ 小中合同の外国語教科部会参加者が、各校での校内研修の講師となり、指導につ

いての考え方の共通化を図る。

・ 小学校間連携として、外国語活動の合同授業を行う。

◇授業力向上への工夫

・ 合同教科部会において、中学校の外国語の指導内容と小学校の外国語活動の内容

をお互いに理解し、その系統性を検討、確認する。

・ 中学校教員の専門性を活かしながら、小学校外国語活動の教材開発を行う。

・ 合同教科部会に ALT も出席して、まず教員が外国語に親しみをもつよう、新しい

教材を試作し、部会の中で模擬授業を行う。

◇児童理解への工夫

・ 中学校教員が小学生の授業に関わることで、児童理解を深め中学校入学時の学級

編制等に活用するとともに、中学校進学時の児童の不安感を軽減する。

■ 学力・学習状況について小・中学校が連携して分析したり、小・中学校での授業を相互

参観したりすることにより、児童生徒の実態を把握するとともに、系統性のある指導体制

を確立する。
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事例 ワークショップ型研修の取組

① 学習規律の確立や言語活動の充実に向け、共通の目標を教員がもつとともに、校内で発達

段階に応じた系統的な指導を確立する。

② ワークショップ型研修で積極的に若手教員も意見交流し、指導力の向上を目指す。

○授業を見る観点（例）

○研修の工夫のポイント

①各年齢層が、研究授業・研究協議の中で、自分の授業を客観視する。

②児童生徒に「学びの姿勢アンケート」をとり、実態を把握するとともに、発達段階に応じて

児童の意識を高める指導方法を検討する。

③教員が児童生徒の課題を共有し、その改善策を学校として組織的・系統的に考える。

《ワークショップ型研修の例》

１ 学年団で、学習指導要領の読み込みや評価規準の検討、模擬授業等の事前研究に取

り組む。

２ 指導案に全体研究協議で中心的に話し合ってもらいたいこと（授業を見る観点）を

明らかにしておく。

３ 研究協議グループ（学年団のメンバーとは別）で、授業者から出された観点のどこ

を中心に参観するか、役割分担をしておく。個別に 1 時間の学びの様子を記録する対

象児童も決める。

４ 全体研究協議をする。

(1) 研究協議の観点の確認

(2) 課題を付箋に記入し、それらをグルーピングして

短冊に記入

(3) 短冊を元に改善策を付箋に記入し掲示

(4) 意見交流

(5) 授業者が授業改善プランを発表

(6) 講評 〈ワークショップ研修の様子の写真〉

◇ 本時のめあての明確化

◇ 評価規準の明示

※評価計画との関連

◇ 評価の場面の設定と評価方法の

具体性

◇ 教材・教具の準備

◇ 学習形態の選択 等

◇ 教師の立ち位置

◇ 児童・生徒の発言の受け止め方

◇ 発問・指示・説明・助言・範読等の

仕方

◇ 板書

◇ 教材・教具・資料の使用法

◇ ノート指導の方法

◇ 学習規律等の共通理解事項の確認 等

授業計画の観点 授業実施の観点

■ 多様な指導方法を身に付けた経験豊富な教員の授業実践や指導方法を若手教員

に継承するなど、校内研修の充実を図る。
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